
＊ 

＊ 

＊ 

解
題

石

井

登

二つのアメリカ

カ
ル
ロ
ス
・
ブ
エ
ン
テ
ス
が
死
去
し
て、
は
や
二
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
る。
二
O一
二
年
五
月一
五
日
の
そ
の
死
を
悼
み、
各

国
の
新
聞
か
ら
計
報
記
事
が
出
さ
れ
た。
わ
が
国
で
も、
野
谷
文
昭
氏
（
朝
日）、
寺
尾
隆
吉
氏
（
毎
日）、
星
野
智
幸
氏
（
読
売）
ら

が
新
聞
各
紙
に
追
悼
記
事
を
掲
載
し
て
い
る。
葬
儀
は
国
葬
と
な
り、
メ
キ
シ
コ
市
の
国
立
芸
術
院
に
て
執
り
行
わ
れ、
遺
体
は
パ
リ

の
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
墓
地
に
埋
葬
さ
れ
た。
フ
ラ
ン
ス
の
著
名
人
の
他、
旧
友
の
フ
リ
オ
・
コ
ル
タ
サ
ル、
そ
し
て、
息
子
の
カ
ル
ロ

ス
・
ラ
フ
ァ
エ
ル
と
共
に、
か
つ
て
の
住
ま
い
で
あ
っ
た
パ
リ
に
眠
っ
て
い
る。

九
0
年
代
以
降、
わ
が
国
に
お
け
る
フ
エ
ン
テ
ス
の
作
品
の
紹
介
は
滞
っ
て
い
た
が、
彼
自
身
は
旺
盛
な
執
筆
活
動
を

続け
て
き
た。

今
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
も
没
後
出
版
さ
れ
た
『
バ
ル
コ
ニ
ー
の
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
』
（
二
O一
二
未
訳）
な
ど
七
冊
の
新
作
小
説
を
発

表
し
て
お
り、
決
し
て
彼
自
身
が
停
滞
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た。
近
年、
寺
尾
氏
の
訳
に
よ
る
『
澄
み
わ
た
る
大
地』
や
八
重

樫
克
彦・
八
重
樫
由
貴
子
両
氏
に
よ
る
『
誕
生
日』
な
ど、
五
0
年
代・
六
0
年
代
の
作
品
も
出
版
さ
れ、
フ
エ
ン
テ
ス
の
作
品
の
紹

介
も
長
い
ブ
ラ
ン
ク
を
経
て、
よ
う
や
く
再
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う。
し
か
し、
こ
の
二
作
品
は
フ
エ
ン
テ
ス
の
執
筆

活
動
の
初
期
に
お
け
る
も
の
で、
〈
メ
キ
シ
コ
性〉
の
探
求
と
い
う、
オ
ク
タ
ピ
オ
・
パ
ス
を
引
き
継
ぐ
メ
キ
シ
コ
文
学
の
テ
ー
マ
が

中
心
と
な
っ
て
お
り、
彼
の
代
表
作
で
あ
る
『
我
ら
の
大
地』
（一
九
七
五
未
訳）
以
降
の
フ
エ
ン
テ
ス
の
作
品
傾
向
と
は、
い
く
ら

か
異
な
っ
て
い
る
よ
う
に
訳
者
に
は
思
わ
れ
る。
今
後、
フ
エ
ン
テ
ス
の
文
学
の
全
貌
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
作
業
が
お
こ
な
わ
れ
て

い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い。

本
作
寸
二
つ
の
ア
メ
リ
カ」
は、
守
オ
レ
ン
ジ
の
樹、
あ
る
い
は
時
の
円
環』
と
題
さ
れ、
一
九
九
三
年
に
発
表
さ
れ
た
短
篇
集
の

最
後
に
収
録
さ
れ
た
作
品
で
あ
る。
時
代
は
北
米
自
由
貿
易
協
定
（
N

A

F

T

A）
調
印
後
の
緊
迫
し
た
状
況
の
中
に
あ
っ
た。
そ
の

発
効
と
と
も
に
起
こ
っ
た
サ
パ
テ
ィ
ス
タ
民
族
軍
の
蜂
起
な
ど
は
良
く
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
だ
ろ
う。
フ
エ
ン
テ
ス
は
彼
ら
へ
の
支
持
を

表
明
し
た
が、
本
作
は
N

A

F

T

A

の
背
景
に
あ
る
新
自
由
主
義
に
対
す
る
彼
の
立
場
を
示
し
た
も
の
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う。

作
品
中
に
は
ノ
ム
ラ
氏
が
率
い
る
日
本
人
部
隊
が
登
場
す
る。
彼
ら
は
国
際
協
定
を
建
て
に、
パ
ラ
ダ
イ
ス
で
あ
る
ア
ン
テ
ィ
リ
ア

（
ア
ン
テ
ィ
l
リ
ャ
の
も
じ
り）
へ
と
乗
り
込
み、
そ
の
地
を
世
界
の
一
大
リ
ゾ
ー
ト
地
へ
と
変
え
て
し
ま
う。
奇
妙
な
日
本
人
た
ち
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の
姿
は 、

わ
れ
わ
れ
日
本
人
か
ら
見
れ
ば
失
笑
も
の
で
あ
る
も
の
の 、

こ
の
日
本
人
た
ち
が
本
当
ゐ
日
本
人
で
は
な
い
こ
と
は 、

チ
リ

の
社
会
学
者
マ
ル
テ

ィ
ン
・
ホ
l

ベ
ン
ハ
イ
ン
も
指
摘
す
る
通
り
で
あ
る 。

こ
こ
で
描
か
れ
る
滑
稽
な
日
本
人
の
姿
は 、

む
し
ろ
新
自

由
主
義
に
組
み
す
る
人
々

、

延
い
て
は
そ
れ
を
推
進
す
る
米
国
へ
と
向
け
ら
れ
た
も
の
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う 。

ま
た 、

こ
れ

は
「
二
つ
の
ア
メ
リ
カ
」

と
い
う
タ
イ
ト

ル
が
示
す
意
味
を
知
る
ヒ
ン
ト

に
な
る
か
も
し
れ
な
い

。

主
人
公
の
ク

リ
ス
ト

パ
ル
・
コ
ロ
ン
は 、

言
う
ま
で
も
な
く

新
大
陸
「
発
見
」

者 、

ク
リ
ス
ト
フ
ァ
l

・
コ
ロ
ン
ブ
ス
で
あ
る
が 、

フ
エ
ン
テ
ス
が
本
作
を
脱
稿
し
た
の
は
一

九
九
二
年
一
一

月
で 、

セ
ピ
l

リ
ャ

万
博 、

バ
ル
セ
ロ
ナ
五
輪
な
ど
新
大
陵
「
発
見
」

五
百

年
を
記
念
し
た
様
々
な
催
し
が
行
わ
れ
て
い
た
時
期
に
当
た
る 。

そ
の
意
味
で
は
タ
イ
ム
リ

ー
な
人
物
を
主
人
公
と
し
た
作
品
で
も
あ

る 。

歴
史
上
の
人
物
を
扱
う

歴
史
小
説
と
い
う
と 、

歴
史
解
釈
の
現
実
性
が
問
わ
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
が 、

本
作
で
は
そ
の
よ
う

な
視
点
は
度
外
視
さ
れ
て
し
ま
っ

て
い
る 。

背
景
に
は 、
例
え
ば
歴
史
学
者
エ
ド
ム
ン
ド
・
オ
ゴ
ル
7
ン
の
『
ア
メ
リ
カ
は
発
明
さ
れ

た
』

や
ツ
ヴ
ェ

タ
ン
・
ト
ド
ロ
フ
の
『
他
者
の
記
号
学
』

で
指
摘
さ
れ
る
よ
う
な 、

コ
ロ
ン
自
身
が
行
っ

た
と
さ
れ
る
出
資
者
へ

向
け

た
「
握
造
」

で
あ
ろ
う 。

コ
ロ
ン
が
自
ら
の
嘘
に
つ
い
て
告
白
す
る
場
面
が
見
ら
れ
る
の
は
こ
の
た
め
で
あ
る 。

魔
術
的
リ
ア
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
の
研
究
を
行
っ

た
米
国
の
文
学
研
究
者
シ
l

モ
ア
・
メ
ン
ト

ン
は 、
「
新
し
い
歴
史
小
説
」

と
い
う 、

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
文
学
の
新
た
な
ジ
ャ

ン
ル
を
示
し
た 。

彼
は
フ
エ
ン
テ
ス
の
作
品
に
つ
い
て
は
『
我
ら
の
大
地
』 、
『
老
い
ぼ
れ
グ
リ

ン
ゴ
』
（
一

九
八
五

安
藤
哲
行
訳
一

九
九
O） 、
『
闘
い
』
（
一

九
九
O
未
訳）

を
こ
の
ジ
ャ

ン
ル
の
作
品
で
あ
る
と

指
摘
し
て
い
る 。

本
作
も
ま
た 、

こ
の
「
新
し
い
歴
史
小
説
」

と
い
う
ジ
ャ

ン
ル
の
小
説
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う 。

メ
ン
ト

ン
は
そ
の
定
義
と
し
て
歴

史
上
の
人
物
を
用
い 、

時
代
錯
誤
や
メ
タ
フ
ィ

ク
シ
ョ

ン
を
用
い
た
手
法
で
拙
か
れ
る
も
の
な
ど
を
挙
げ
て
い
る 。

コ
ロ
ン
や
ピ
ン
ソ

ン
兄
弟
な
ど
歴
史
上
の
人
物
を
用
い
な
が
ら
も 、

そ
の
人
生
は
わ
れ
わ
れ
の
知
る
歴
史
と
は
異
な
っ

て
い
る

。

五
百
年
生
き
続
け
る
コ

ロ
ン
が
飛
行
機
で
現
れ
る
日
本
人
と
遭
遇
す
る
本
作
で
は 、

時
間
の
感
覚
が
S
F
的
で 、

現
実
に
は
あ
り

得
な
い
フ
ィ

ク
シ
ョ

ン
の
典

型
と
な
っ

て
い
る 。

グ
ァ
l

ジ
ニ
ア
・
ウ
ル
フ
の
『
オ
l

ラ
ン
ド
l

』

の
ご
と
く 、

主
人
公
は
時
代
を
越
え
る 。

ま
た 、

奴
隷
貿
易
に

従
事
す
る
コ
ロ
ン、

ポ
ル
ト

ガ
ル
の
セ
パ
ス
チ
ャ

ン
の
話
題
な
ど 、

細
部
に
つ
い
て
も
組
艇
が
見
え
隠
れ
し
て
い
る 。

形
式
と
し
て
は

日
記
の
断
片
と
い
う

形
を
取
り
な
が
ら 、

読
者
を
想
定
し
た
矛
盾
を
内
包
す
る
も
の
と
な
っ

て
お
り 、

メ
タ
フ
ィ

ク
シ
ョ

ン
の
手
法
を

用
い
た
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
小
説
と
呼
べ
る
だ
ろ
う 。

コ
ロ
ン
が
そ
の
出
自
に
つ
い
て
自
分
を
ユ
ダ
ヤ
人
で
あ
る
と

告
白
す
る
部
分
が
あ
る
が 、

恐
ら
く

歴
史
学
者
サ
ル
パ
ド

ル
・
デ
・
マ

ダ
リ
ア
ガ
の
説
を
参
照
し
て
い
る
も
の
と
恩
わ
れ
る 。

7
ダ
リ
ア
ガ
は 、

イ
タ

リ
ア
に
暮
ら
し
な
が
ら
イ
タ

リ
ア
語
は
上
手
で
な
く 、

ス
ペ
イ
ン
語
を
用
い
て
い
た
コ
ロ
ン
の
一

家
を
「
ジ
ェ
ノ
パ
に
移
住
し
た
ス
ペ
イ
ン
系
ユ
ダ
ヤ
人
で
あ
り 、

こ
の
民
族
の
伝
統
に
従
い 、

出
身
国
の
言
語
を
忠
実
に
守
り
つ
づ
け
た
の
で
あ
る
」

と
指
摘
し
て
い
る 。

フ
エ
ン
テ
ス
は
こ
の
説
に
共
感
を
覚
え 、

コ
ロ
ン
を
ス
ペ

イ
ン
か
ら
の
亡
命
ユ
ダ
ヤ
人
と
位
置
付
け
た
の
で
あ
ろ
う 。

デ
ィ

ア
ス
ポ
ラ
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
歴
史
上
の
出
来
事
を
人
の
移
動
か

ら
捉
え 、

そ
の
都
度
起
こ
る
《
相
互
の
出
会
い
》

に
歴
史
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
見
出
し 、

そ
れ
を
小
説
の
テ

1
7
に
据
え
て
い
る

。

こ
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こ
に 、

同
時
期
に
出
版
さ
れ
た
歴
史
評
論
『
埋
め
ら
れ
た
鋭』
に
も
共
通
す
る 、
メ
キ
シ
コ
性
の
探
求
と
い
う
テ
1

7
を
越
え
た 、

新・
旧
大
陸
の
出
会
い
を
術
隊
的
に
見
つ
め
る
世
界
文
学
と
し
て
の
フ
エ
ン
テ
ス
の
姿
を
見
出
せ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か 。

最
後
に 、
こ
の
「
二
つ
の
ア
メ
リ
カ」
以
前
の
コ
ロ
ン
ブ
ス
を
主
人
公
と
し
た
小
説
と
し
て 、
ア
レ
ホ
・

カ
ル
ベ
ン
テ
ィ

エ
ル
の

『
ハ
l

プ
と

影』 、
ア
ベ
ル
・

ポ
ッ

セ
の
『
楽
園
の
犬』
な
ど
が
出
版
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
て
お
き
た
い 。
い
ず
れ
も
新
歴
史
小

説
と
し
て
大
変
面
白
い
が 、

本
作
と

読
み
比
べ
て
み
る
こ
と
を
お
勧
め
す
る 。
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
文
学
の
《
プ
l

ム
》
以
降
も 、

興
味

深
い
小
説
が
数
多
く

世
に
出
て
き
て
い
た
こ
と
が
再
認
識
で
き
る
は
ず
で
あ
る 。

こ
の
短
篇
は
メ
キ
シ
コ
の
作
家 、
カ
ル
ロ
ス
・
フ
エ
ン
テ
ス
の
短
篇
集
『
オ
レ
ン
ジ
の
樹

あ
る
い
は
時
の
円
環』 、

R
R
E
凹

Em
E
g

巴
語、白
ミ
P
O
N
S
n
宮球
宮

n宣
言
語kv
P
5
8 、

後
に
『
オ
レ
ン
ジ
の
樹』

巴
語、白
ミロ
に
改
題）
に
収
録
さ
れ
た
「
二

つ
の
ア
メ
リ
カ」
H
g
品。ω
〉
gb
江n
g s
の
全
訳
で
あ
る 。
底
本
に
は
〉
民自
哲
向白
社
の
初
版
を
使
用
し 、

他
に
改
題
後
の
U
版 、

及

び
河
川向H
R
ω
門H白
g
hw
c
g
cH
社
の
〉］
怜
包
富
良
〉

門官出
に
よ
る
英
訳
本
を
参
照
し
た 。

謝
辞本

作
の
納
訳
は
ニ
O
O
六
年
の
メ
キ
シ
コ
大
学
院
大
学
留
学
時
に
行
っ

た
も

の
が 、

そ
の
元
に
な
っ

て
い
る 。
滞
在
中 、
ご
自
宅
を

提
供
し
て
下
さ
っ

た
メ
キ
シ
コ
大
学
院
大
学
教
授
の
田
中
道
子
先
生 、

英
訳
で
は
全
く

違
う

表
現
に
な
っ

て
い
る
よ
う
な
わ
か
り
に
く

い
部
分
に
つ
い
て
説
明
し
て
下
さ
っ

た
古
書
店
「
ラ
・
レ
ア
リ
ダ
I」

の
ル
イ
ス
・

ガ
ス
バ
ル
さ
ん
と
ダ
ニ
エ
ル
・

ケ
イ
ト
さ
ん
へ 。

そ
の
後 、
立
教
大
学
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
研
究
所
の
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
文
学
の
授
業
で
こ
の
作
品
を
扱
っ

た
際
に 、

共
に
訳
文
に
つ
い
て

の
検
討
を
行
っ

て
下
さ
っ

た
熊
川
玲
子
さ
ん 、

高
安
宏
治
さ
ん 、

内
木
誠
さ
ん 、

石
倉
道
武
さ
ん 、

遠
藤
直
美
さ
ん 、

葛
巻
匡
子
さ
ん 、

秋
田
敬
子
さ
ん
へ 。
本
作
を
発
表
す
る
機
会
を
与
え
て
下
さ
っ

た
東
京
大
学
現
代
文
芸
論
研
究
室
准
教
授
の
柳
原
孝
敦
先
生
と
『
神
奈

川
大
学
評
論』
の
村
井
丈
美
さ
ん
へ 。
そ
し
て 、

訳
文
に
つ
い
て
の
ほ
か 、

数
限
り
な
い
ご
指
導
を
賜
り
ま
し
た
東
京
大
学
名
誉
教
授

の
野
谷
文
昭
先
生
へ 、
こ
の
場
を
借
り
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す 。
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